
発行：松本・高山
高付加価値な観光地づくり推進協議会

MT
Press

Vol.10

2026.1月松本高山の持続可能な地域づくりを目的とした
「高付加価値」な取組の“今”をお伝えする広報誌

私たちが目指すもの

私たちは、北アルプスの自然の恵みと、その恩恵を受けた松本と高山に根付くこの地
域を、一つの観光圏として捉え、多彩で上質な体験と滞在ができる魅力的な観光地づ
くりの取組を進めています。それにより、地域の価値が向上し、持続的な発展につな
がるものと考えます。
観光産業をエンジンとして、この地域社会の持続性を高め、50年、100年先の未来の
ためのエコシステムの形成（＝高付加価値な観光地域づくり）を目指します。

-高付加価値化事業-
地域の取組トピックス①

松本エリアで「松本エリアが目指す持続可能な観
光地づくりシンポジウム」が開催されました！

令和8年1月9日（金）に松本エリアにおいて、「松本エリアが
目指す持続可能な可能な観光地づくりシンポジウム」が開催され、
今年度の本事業の取組やその成果を発表しました。
シンポジウムは大きく以下の構成で進行しました。
①事業報告：今年度事業の全体像と検証結果
(1)優先的に開発すべきコンテンツの策定および検証、宿泊施設整備等必要となる投資対象の
洗い出しと支援のあり方
(2)コアバリューを体現するテーラーメイド型コンテンツの造成・地域ランドオペレーション
体制構築と営業検証

②事業報告：建築・デザインから考える「高付加価値な宿泊」のかたち
地元を中心とした建築家・デザイナーによるコアバリューを体現する宿泊サービスの高度化
プロトタイプ、松本エリアにおける滞在の高付加価値な宿泊施設の検討

③パネルディスカッション「松本エリアが目指す高付加価値宿とは」

④総括次年度に向けて 松本研究会による6つのチャレンジ

会場には多くの地元関係者・行政関係者が集まり、今年度の成果や発表に耳を傾けました。
特に、地元の建築クリエイターチームが検討した「松本エリアにおける滞在の高付加価値な宿
泊施設」の発表は、このエリア独自の観点が盛り込まれた大変ユニークな内容でした。
発表の中で、「松本ならではの滞在」コンセプトとして①自然に溶ける②暮らしに潜る③都市
に浸るの3つを掲げ、それぞれのコンセプト毎にクリエイターならではの視点で・場所・想定
しうる施設・設定・可能性・必要性を言語化し、具体のプロトタイプイメージを提示しました。
今回の発表では、「何か新しいものをゼロから創る」のではなく、「松本の魅力の発見と編集、
表現をすることで高い付加価値を生み出す原動力になる」という観点から、とても未来を感じ
る、ワクワクできる提案だったことで、参加した皆様の理解や未来への期待感も上がったもの
と思います。

＜クリエイターチームから示されたプロトタイプイメージ＞
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1月に国内DMC（高付加価値旅行層を取扱う旅行会社）を招請した
FAMツアーを2本実施しました！

1月13日～15日と1月18日～20日の2泊3日の行程で2回、国内DMCを招請したエクスカー
ションツアーを実施しました。
1月13～15の行程では国内DMC3社を招き、松本エリア～山岳エリアを巡る行程を、1月18
～20の行程では国内DMC2社を招き、高山エリア～山岳エリアを巡る行程をそれぞれ組んで
実施しました。
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【招請したDMCの反応／フィードバック】

＜松本～山岳エクスカーション＞ ＜高山～山岳エクスカーション＞

■招請DMC：UNTOLD JAPAN／
FOCUS ASIA JAPAN／KODO Travel

■招請DMC：
MITATE／Heartland JAPAN

＜行程＞

松本

山岳

松本 山岳

高山

山岳

高山

＜行程＞
・信州食材を使ったガストロノミーランチ
・市街地eBIKE or 松本てまり体験
・博物館鑑賞
・松本城貸切ツアー

・乗鞍高原スノーハイク＆ランチ

・松本美術館貸切ツアー・バレルサウナ体験

・平湯BCツアー・松本市街地散策

・市街地酒蔵巡りツアー＆
日本酒テイスティング

・丹生川里山リトリート

・奥飛騨温泉郷

・奥飛騨エリアインスペクション

・お座付き体験

●この経験を通して、松本城のプライベートツアーや美術館のプライベートツアーなど、よ
りクリエイティブなツアーのアイデアも生まれました。
●国立公園内で、誰もいない森を歩く・地元の人と関わる体験は強い差別化要素
●満足度は5段階中4～4.5程度。生活の場そのものが体験となり、日本固有の暮らし・住空
間の力を感じられることが高評価のポイント。
●市街地にも観光スポットがありつつ、日本アルプスの山岳エリアも楽しめるので、ゴール
デンルートと十分組み合わせることはできるのではないかと思います。
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